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晩秋の候、保護者のみなさまにおかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、高等部では 10 月 16 日(月)から 10 月 27 日(金)までの 10 日間の日程で後期就業体験が行わ

れました。今回の校内実習も前期同様、1 年生を中心に 5 つの職業班に分かれて実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業班では販売会や卒業式等に向けて、野菜の植え付けや草花の種まき

等を行いました。暑い中での実習となりましたが、よく頑張りました。 

木工班では糸のこ盤やかんな盤、トリマー、オービタルサンダー

などを安全に使用し、折りたたみイスやテーブルの製作を行いま

した。どの生徒も意欲的に取り組んでいました。 

窯業班の校内実習は「窯出し」から始まりました。まだ暖かい皿とカ

ップを軍手をつけて運びました。おみやげにカップ 1 個と皿１枚も

らってみんな嬉しそうでした。この実習中に「素焼き」を行い、たく

さんの製品を作っていました。 

家庭班では、お弁当バックやエコバック作りをしました。しつけ縫い、ミ

シン、糸しまつ、アイロンなど作業を分担して取り組みました。自分の担

当作業を責任感を持って取り組んでいる姿がみられました。 



今年度 2 回目の実習となったこともあり、どの生徒 

も慣れた様子で実習をこなしていました。実際の校外 

の事業所に見立てた日程の中、自分がどれくらい働け 

るのか、良かった点、課題点が見つかる機会となりま 

した。次年度はいよいよ校外での実習となります。今 

回の実習評価をもとに家庭でも次年度の校外実習希望 

先や将来の仕事について、話し合う機会にして欲しい 

と思います。 

保護者のみなさまには実習期間中、作業着の準備や 

体調管理、日誌への記入など実習へのご理解とご協力 

ありがとうございました。 

 

 

 

10 月 30 日（月）は事後学習、11 月 1 日（水）は体育館にて報告会を 

行いました。校内実習の生徒は、班ごとに取り組みの様子や、製作物の 

紹介を行いました。校外実習を行った生徒は活動内容や学んだこと、自 

分の課題点や今後の抱負などを発表してくれました。前期実習よりも大 

きな成長を見せ、他の生徒の実習報告にも熱心に耳を傾け、進路につい 

て考える良い時間となりました。 

最後の校外実習を終えた３年生はこれから進路決定に向けて動いてい 

きます。１，２年生は先輩の報告などを参考に、来年度の校外実習希望 

先を決めていきます。今回の報告会をぜひ活かして下さいね。 

 

高等部トータルサービス班の生徒が中学部の校内実習、洗車班にお邪魔しました。中学部より依頼

があり、先輩から後輩へ日頃培っている洗車技術を伝授しています。生徒同士、最初はお互いに緊張

もありつつ戸惑いながらではありましたが、ホースの持ち方や洗い方を手取り足取り教えていくうち

に表情も和らぎ、笑顔が見られるようになりました。車内と車外 2 班に分かれ洗車の手順や道具の使

い方、機械の扱い方などを教わって、先輩に憧れつつも就労への意識が高まったように感じられまし

た。中学部の先生方からも感嘆の言葉を頂き、交流も深めつつよい刺激が得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

チャレンジ班ではアイロンビーズ制作やハンディモップ制作、ジャガ

イモの植え付け作業等に取り組みました。みんなで協力して充実した

校内実習になりました。 


